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本製品は手術を目的として設計されています。手術以外の目的で使用すると重大な事故を
起こすおそれがあります。 
操作や保守を行う者は必ず注意事項等情報および本書を読んで内容を理解してください。 
本書は、本製品に関わる者の参考のために適切な収納場所に保管して、必要なときに読め
るようにしてください。
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1.	 はじめに

1.1	 本書について
本書は、本製品を安全に、効果的にご使用いただくための取扱説明書です。
本製品をご使用いただく前に、必ず本書を読み、操作・点検事項を十分理解されてから使用してください。
本書に従わなかった場合、重大な事故に結びつくおそれがあります。

本書の警告および注意内容、または本製品に貼り付けた警告および注意内容を理解していただくため、安全
のための情報を以下のように使い分けています。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定され
る内容を示しています。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容、お
よび物的損害の発生が想定される内容を示しています。

本書に記載されている操作・点検に関する注意事項は、本製品を手術の目的に使用する場合に関するもので
す。手術以外の目的に使用する場合、および本書に記載されていない操作・点検を行う場合の安全については、
すべて使用者側の責任になります。

1.2	 本製品について
本製品は、手術台に付属するアクセサリーです。本製品は弊社製手術台を使用しての肩手術時に患者の頭部
と背部および下肢を支持することを目的としています。弊社製手術台の頭部板と背板を本製品に差し替えて
使用します。
病院の手術室において、使用方法を熟知した医師・看護師・医療機器の技術者が使用してください。

補足
この表示は、製品の機能について補足事項を示しています。
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1.3	 構成品

	■ 本体
	ㅡ ショルダーポジショナー

➀
➁

③

④
⑤

⑥ ⑦

⑧ ⑧

⑨ ⑨

⑩ ⑩

⑪

⑫ ⑫

⑬ ⑬

⑭⑮

番号 構成品名
① 頭部板ユニット
➁ リヒカ
③ リヒカ固定ハンドル
④ 頭部板固定ハンドル 1
⑤ 頭部板固定ハンドル 2
⑥ 左肩板
⑦ 右肩板
⑧ 頭部板固定ハンドル 3
⑨ 肩板固定ハンドル 2
⑩ 肩板固定ハンドル 1
⑪ 背板
⑫ 背板固定ハンドル
⑬ アダプター固定ハンドル
⑭ クランプ
⑮ アダプター

	■ オプション
	ㅡ 保護キット／下肢クッション／接続ピンカバー

⑯

⑰

⑱

⑲

㉑

⑳

番号 構成品名
⑯ 頭部板パッド
⑰ 背板・肩板パッド
⑱ 頭部固定バンド（額）
⑲ 頭部固定バンド（下顎）
⑳ ビーチチェア下肢クッション
㉑ 接続ピンカバー
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商品コード 商品名 構成
18-068-20 M-ImagingPlus ショルダーポジショナー 本体のみ（ピンカバー付） ➀～⑮、 ㉑

18-068-21 M-ImagingPlus 保護キット（3 セット入） ⑯～⑲

18-068-22 M-ImagingPlus ビーチチェア下肢クッション ⑳

18-068-23 M-ImagingPlus 接続ピンカバー ㉑

	■ 別販売品
	ㅡ 横方向延長板 	ㅡ タリスマンバンド

製造販売届出番号 13B1X00306N10029 ※非医療機器
販売名 横方向延長板

	ㅡ テーブルカート 5700 シリーズ用

※非医療機器
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2.	 保証について
本製品は下記の保証修理規定に従って修理いたします。

＜保証修理規定＞

1.	 	保証期間は納品／設置日から 1 年間です。保証期間内に注意事項等情報・取扱説明書・貼付ラベ
ル等の注意書に従ったご使用で故障した場合には無償修理をさせていただきます。

2.	 	修理をご依頼になる場合には、お買い上げの販売店または弊社営業所にお申しつけください。 
お申しつけに当たっては以下の内容をご連絡ください。 

（ア）型名 
（イ）REF・LOT 番号（製品に貼付しているラベルをご確認ください） 
（ウ）故障の状態

3.	 	保証期間内でも以下の場合には原則として有料にさせていただきます。 
（ア）使用上の誤り及び不当な修理や改造による故障及び損傷。 
（イ）お買い上げ後の設置場所の移設、輸送、落下などによる故障及び損傷。 
（ウ）火災、地震、水害、落雷、その他天災地変及び公害、塩害、ガス害（硫化ガスなど）、異常電圧、 

            指定外の使用電源（電圧、周波数）などによる故障及び損傷。 
（エ）車両、船舶等に搭載された場合に生ずる故障及び損傷。 
（オ）消耗製品が自然劣化し消耗部品を取り替える場合。 
（カ）前各号に掲げる場合のほか、故障の原因が、お客様の使用方法にあると認められる場合。

4.	 	保証期間経過後の修理についてご不明な場合は、お買い上げの販売店または弊社営業所にお問い合
わせください。

5.	 	本規定は日本国内においてのみ有効です。
以上
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3.	 お使いになる前に

3.1	 お使いになる前にお読みください
本製品を使用するにあたって、以下の警告・注意事項をよくお読みのうえ、必ずお守りください。

	■ 本体

	• 本製品は肩手術時に患者を支持することを目的として設計されています。肩手術以外で
の用途には使用できません。

	• 締結部の固定は必ず確認してください。ゆるんだ状態では機器が外れたり、動いたりし
て患者がけがをするおそれがあります。

	• 本製品の上に乗ったり座ったりしないでください。転倒、けがのおそれがあります。
	• 本製品を取り付けた状態で、手術台の背板下げ機能を操作して水平位置以下にしないで
ください。患者が転落するおそれがあります。

	• 本製品を取り付けた状態で、手術台のスライド機能を操作しないでください。他部品と
干渉して、本製品が脱落するおそれがあります。また、不安定な状態となり、手術台が
転倒するおそれがあります。

	• 手術台を下降するときは、本製品下の機器等の有無を確認してください。本製品が機器
等に接触して無理な力が加わると、破損するおそれがあります。

	• 患者を移し替えるときや患者の体位を変えるときは、本製品に無理な力を加えないでく
ださい。変形または損傷するおそれがあります。

	■ 保護キット・下肢クッション

	• 保護キットは単回使用製品です。再使用しないでください。
	• 専用の保護キットを外れないように確実に取り付けてください。保護キットがずれ落ち
て、けがをするおそれがあります。

	• 保護キットは端から面ファスナーに沿って真っ直ぐ取り付けてください。保護キットに
浮きや反りがあると変形や破損の原因になります。

	• 鋭利な物をあてないでください。破損の原因になります。
	• 直接テープ等を貼付しないでください。破損の原因になります。
	• 平らな場所に置いて保管してください。立てかけたり折り曲げたりすると変形や破損の
原因になります。

	• 手術台アクセサリーや他の医療機器等を載せて保管しないでください。変形や破損の原
因になります。
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	■ その他

	ㅡ分解・改造の禁止
	• 本製品を分解または改造しないでください。故障の原因になります。

	ㅡ患者の体位
	• 患者の任意の体位を確保するために手術台を作動させる、または患者をアクセサリーで
支持するときは、常に患者の状態を監視してください。長時間の体位保持は神経麻痺や
褥瘡の原因になります。
	ㅡ許容患者体重

	• 許容患者体重（患者およびアクセサリーの合計）を超える荷重（注）をかけないでくだ
さい。破損するおそれがあります。 
注：225 kg（500 lbs)
	ㅡ保守点検

	• 使用前・使用後の点検、および適切な保守点検を必ず行ってください。使用期間または
使用頻度によっては、部品の著しい消耗・劣化・破損等により、該当部品の交換が必要
な場合があります。

	• 保守点検については、ご購入店または弊社に相談してください。
	ㅡ故障時の対応

	• 本製品が故障したと思われるときは、本製品に「故障」・「使用禁止」・「修理必要」等の
適切な表示をし、ご購入店または弊社に連絡してください。

	• 修理は弊社および弊社が認めた業者が行います。必ずご購入店または弊社に修理を依頼
してください。

	• 感染防止のため、修理を依頼するときは必ず本製品の清掃および消毒をしてください。

	ㅡ併用する機器やアクセサリー
	• 他社製手術台では使用しないでください。他社製手術台での使用可能は確認していません。
	• 手術台を作動するときは他のアクセサリーやテーブルトップとの接触・干渉に注意して
ください。作動中に接触して、手術台または併用するアクセサリーが損傷するおそれが
あります。

	• 衛生のため、患者が触れる部分には必ず滅菌済ドレープを使用してください。
	ㅡ廃棄時の注意

	• 本製品を廃棄するときは、関係する法律または地方自治体の条例に基づいて適切に処置
してください。
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3.2	 ラベル内容と貼り付け位置
本製品には下記の位置に各種ラベルが貼り付けてあります。
ご使用になる前に必ず各種ラベルの内容を確認してください。

	■ 貼付ラベル

➀ ➁

③

④ ⑤

⑥ ⑦

⑧ ⑨

➀ C680072□ ➁ C680071□

④ C680066□

⑥ C680068□

⑧ C680067□

⑦ C680070□

⑨ C680069□

③ C680006□

⑤ C680062□

	■ 安全記号一覧
記号 解説 ラベル No.

腰掛けの禁止 ⑤

足を掛けることの禁止 ⑤

脚側へのスライド禁止 ④

背板下げ禁止 ④

取扱説明書に従うこと ⑤

カタログ番号 ③

ロット番号 ③
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4.	 使用方法
文中の番号（①～㉑）は 1.3 構成品の番号に対応しています。

4.1	 手術台の準備

頭部板を装着した状態で背板を取り外さないでください。落下して破損・けがをするおそ
れがあります。

本製品を手術台に取り付けるときは、手術台のテーブルトップを水平位置および中点位置
にしてください。水平位置および中点位置以外では、取付不良となり、本製品が脱落する
おそれがあります。また、不安定な状態となり、手術台が転倒するおそれがあります。

1.	 手術台のテーブルトップを水平位置およびスライドを中点位置にします。

2.	 手術台の頭部板および背板を取り外します。
頭部板を取り外してから、背板を取り外します。
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4.2	 取り付け方法

	• 本製品は重量が 15 ㎏あるため取扱いに注意してください。落下して破損・けがをする
おそれがあります。

	• 締結部の固定は必ず確認してください。ゆるんだ状態では機器が外れたり、動いたりし
て患者がけがをするおそれがあります。

	• 本製品を取り付けた状態で、手術台の背板下げ機能を操作して水平位置以下にしないで
ください。患者が転落するおそれがあります。

	• 本製品を取り付けた状態で、手術台のスライド機能を操作しないでください。他部品と
干渉して、本製品が脱落するおそれがあります。また、不安定な状態となり、手術台が
転倒するおそれがあります。

1.	 手術台の背板差込軸にアダプター⑮を取り付け、アダプター固定ハンドル⑬を 
回して固定します。

⑮⑬

2.	 手術台の操作ボックスで背板屈折（上がり）を操作します。
アダプター⑮が手術台マットレスと干渉しないよう、任意の位置に屈折させます。

補足
アダプター⑮はアダプター固
定ハンドル⑬が下向きになる
ように取り付けます。
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3.	 ハンドルを持ち、ショルダーポジショナーを手術台に取り付けます。
左右の肩板が固定されていることを確認してください。
また、頭部板ユニット①は事前にショルダーポジショナーから取り外してください。

手技に応じて接続箇所 1 ～ 3 の任意の箇所に取り付けます。
クランプ⑭の差込口は、手術台側のカセッテ格納枠の使用の有無に応じて選択してください。

接続箇所 �
接続箇所 �

接続箇所 �

ハンドル

カセッテ格納枠未使用時

カセッテ格納枠使用時⑭

⑭
⑫

⑫

誤った位置に装着すると、水平位置で手術台とショルダーポジショナーに段差が生じます。

4.	 背板固定ハンドル⑫を回してショルダーポジショナーを固定します。

5.	 頭部板ユニット➀を肩板（⑥または⑦）に取り付けます。
必ず健側の肩板に取り付けてください。 
患側の肩板に取り付けた場合、後の手順で肩板を取り外したときに頭部板ユニット➀も一緒に取り外さ
れ、患者が転落するおそれがあります。

健側：左肩
患側：右肩
左肩板⑥に取り付ける

健側：右肩
患側：左肩

右肩板⑦に取り付ける

➀ ➀

⑦

⑥

⑧

⑧

補足
接続箇所 1 または 3 は患者ポ
ジションを患側にオフセット
し、透視範囲を広く確保する
ときに使用します。 
患者ポジションをオフセット
する場合は、横方向延長板（別
販売品）を併用してください。
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6.	 頭部板ユニット➀の高さ、角度、位置を調整します。
頭部板固定ハンドル 3 ⑧で取り付け、取り外し、高さ調整ができます。 
頭部板固定ハンドル 1 ④で屈折角度および横方向の位置調整、頭部板固定ハンドル 2 ⑤で旋回角度およ
び奥行方向の位置調整ができます。

➀

④

⑤

7.	 任意の位置に調整後、頭部板固定ハンドル 3 ⑧、頭部板固定ハンドル 1 ④およ
び頭部板固定ハンドル 2 ⑤で固定します。

8.	 手術台の操作ボックスで水平復帰を操作します。
手術台のテーブルトップとショルダーポジショナーの天板が水平位置で段差がないことを確認します。

（カセッテ格納枠使用時は、カセッテ格納枠の天板とショルダーポジショナーの天板）

手術台マットレス

手術台テーブルトップ

ショルダーポジショナー天板

ショルダーポジショナーをオフセットで接続した場合は、必要に応じて下記の製品を取り付けます。 
・接続ピンカバー㉑ 
・横方向延長板（別販売品）

9.	 ショルダーポジショナーに保護キットをセットします。
事前に患側の背板・肩板パッド⑰はミシン目に沿って、手で切り離しておきます。
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4.3	 患者の移載

	• 体位を設定するときは、常に患者の状態を観察し、慎重に操作してください。
	• 手術台を作動させる、または患者の体位を変えるときは、必ず患者が固定されているこ
とを確認してください。

1.	 患者を手術台に移載します。
手術台の縦転・横転操作を行う際は、患者が転落しないよう十分に監視し、細心の注意を払ってください。

	ㅡセンター配置時

	ㅡオフセット時
㉑

横方向延長板（別販売品）

拡大図

補足
背板屈折（上がり）を操作し
角度を調整するときは、ショ
ルダーポジショナーが横方向
延長板（別販売品）に干渉し
ないよう確認しながら操作し
てください。（拡大図参照）

補足
ショルダーポジショナーをオ
フセットで接続した場合、接
続ピンのうち 1 本がむき出し
になります。安全のため、必
要に応じて接続ピンカバー㉑

を取り付けて、接触やけがを
防いでください。
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2.	 手術台の操作ボックスで背板屈折（上がり）を操作し、角度を調整します。
必要に応じて、ビーチチェア下肢クッション⑳およびタリスマンバンド（別販売品）を使用します。

⑳

タリスマンバンド
（別販売品）

3.	 患者の頭部を固定します。
頭部板ユニット➀の上段スリットに頭部固定バンド（下顎）⑲、下段
スリットに頭部固定バンド（額）⑱を通し、患者の頭部を固定します。

頭部固定バンド（額）⑱が患者の目に当たっていないことを確認します。 
頭部固定バンド（下顎）⑲が患者の喉を圧迫していないことを確認し
ます。

必要に応じて、頭部板ユニット①のヒンジ部のボタンを押して、左右のフラップの角度を調整します。

頭部固定バンド
（下顎）用スリット

頭部固定バンド
（額）用スリット

⑲

➀

⑱

頭部固定バンド
（下顎）用スリット

頭部固定バンド
（額）用スリット

ヒンジ

フラップ

⑱

⑲

4.	 患者の頭部がしっかり固定されているか確認します。
すべての固定箇所を確認します。必要に応じて、固定状態を再調整します。

補足
頭部板ユニット➀の位置を再
調整する必要がある場合は、4.2
取り付け方法の手順 6 に従っ
てください。
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5.	 頭部板ユニット➀が健側の肩板に取り付けてあることを確認します。
下図（手順 6）の赤枠内、健側の頭部板固定ハンドル 3 ⑧が固定されていることを確認します。
患側の肩板に取り付けた場合、後の手順で肩板を取り外したときに頭部板ユニット➀も一緒に取り外さ
れ、患者が転落するおそれがあります。

6.	 患側の肩板（⑥または⑦）を取り外します。
患側の肩板固定ハンドル（⑨および⑩）をゆるめ、肩板（⑥または⑦）を上に引き抜きます。

➀

⑥ ⑦

⑨

⑩

⑥⑦

健側

患側：左肩 患側：右肩

⑧

7.	 患者の上半身を固定します。
必要に応じて、タリスマンバンド（別販売品）を使用してください。

●上半身固定用スリット
　 のみで固定 タリスマンバンド

（別販売品）

スリットスリット

ハンドル

●上半身固定用スリット＋
　 ハンドルでの固定
　（患側：右肩）

タリスマンバンド
（別販売品）

スリット

ハンドル

●上半身固定用スリット＋
　 ハンドルでの固定
　（患側：左肩）

タリスマンバンド
（別販売品）

スリット
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8.	 手術後、患者の固定に使用している頭部固定バンド（⑱ ・⑲）およびタリスマン
バンド（別販売品）を取り外します。

9.	 取り外した肩板（⑥または⑦）を取り付けます。

10.	手術台の操作ボックスで水平復帰を操作します。
手術台とショルダーポジショナーが水平位置であることを確認します。

11.	麻酔覚醒後、患者を手術台から移載します。
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4.4	 取り外し方法

	• 本製品は重量が 15 ㎏あるため取扱いに注意してください。落下して破損・けがをする
おそれがあります。

	• ショルダーポジショナーを取り外してからアダプターを取り外してください。落下して
破損・けがをするおそれがあります。

1.	 背板固定ハンドル⑫をゆるめ、ショルダーポジショナーを手術台から取り外します。
取り外した後は、ハンドルを持って移動します。

ハンドル

⑫⑫

2.	 アダプター固定ハンドル⑬をゆるめ、アダプター⑮を取り外します。
ショルダーポジショナーを取り外してから、アダプター⑮を取り外します。 
同時に取り外すと、スムーズな取り外しができない場合や、アダプター⑮が落下して破損やけがをする
おそれがあります。

⑮⑬

3.	 手術台に背板および頭部板を取り付けます。

補足
必要に応じて、ショルダーポ
ジショナーの収納および運搬
には、テーブルカート 5700 シ
リーズ用（別販売品）を使用
してください。
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5.	 保守と点検

5.1	 使用前・使用後の点検
使用前および使用後は、本製品に破損または汚れがないか点検を行ってください。

5.2	 清掃・消毒

感染防止のため、本製品を使用した後は必ず本製品の清掃および消毒をしてください。

必ず弊社確認済みの消毒液等を使用してください。本製品が変色・変形するおそれがあり
ます。

	■ 清掃・消毒の手順
1.	 手術台に接続している場合は、手術台から取り外します。
2.	 保護キットを取り外し、廃棄します。
3.	 糸くずの出ない清潔な布に適量の消毒液等をつけて、下肢クッションの上面・ 

側面・裏面を拭きます。
4.	 3. と同様の手順で、本製品の表面を消毒します。
5.	 消毒後 15 分以内に清潔な布でから拭きします。

	■ 消毒液等
弊社確認済みの消毒液等は以下のとおりです。

薬品名称 濃度
a 次亜塩素酸ナトリウム 0.1％
b ハイポアルコール 10％
c グルコン酸クロルヘキシジン 0.5％
d 塩化ベンザルコニウム 10％
e 消毒用エタノール 80％
f イソプロピルアルコール 99.5％

5.3	 業者による保守点検
本製品を安全に使用するために、弊社および弊社が認めた業者による保守・点検を実施してください。
それ以外の業者による保守・点検は、有害事象の発生、性能・機能の低下を招くおそれがあります。
保守・点検を希望される場合は、ご購入店または弊社にお問い合わせください。

補足
消毒液等の取扱説明書や表示
に従って使用してください。
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6.	 仕様

6.1	 仕様表

	■ 仕様表
販売名 M-ImagingPlus ショルダーポジショナー

分
類

製造販売届出番号 13B1X00306N10346
類別 器 01　手術台及び治療台
一般的名称・JMDN コード 手術台アクセサリー　70469000
クラス分類 一般医療機器

商品名 M-ImagingPlus ショルダーポジショナー 本体のみ（ピンカバー付）
寸法 6.2 外観図参照
質量 15 ㎏

頭部板ユニット仕様

縦方向スライド量 最大　280 mm
横方向スライド量 最大　154 mm
昇降量 最大　182 mm
屈折角度 約 43°

許容患者体重：注 1 225 ㎏（500 lbs）

保管方法 高温・高湿を避け、温度や湿度が極端に変化しない場所および 
水のかからない場所に保管してください。

耐用期間 7 年（適切な保守点検および適切な保管をした場合：注 2）
保護キット：単回使用（再使用禁止）

注 1：患者体重およびアクセサリーの合計
注 2：�自己認証（弊社データ）による。耐用期間内であっても、使用状況または使用頻度により、突発的な故障、

部品の著しい消耗・劣化・破損等を生じた場合は該当部品の交換が必要です。
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	■ 原材料
	ㅡ 本体

No. 構成品名 原材料
① 頭部板ユニット 合成樹脂、ステンレス鋼
➁ リヒカ ステンレス鋼
③ リヒカ固定ハンドル 合成樹脂
④ 頭部板固定ハンドル 1 合成樹脂
⑤ 頭部板固定ハンドル 2 合成樹脂
⑥ 左肩板 合成樹脂、ステンレス鋼
⑦ 右肩板 合成樹脂、ステンレス鋼
⑧ 頭部板固定ハンドル 3 合成樹脂
⑨ 肩板固定ハンドル 2 合成樹脂
⑩ 肩板固定ハンドル 1 合成樹脂
⑪ 背板 合成樹脂、アルミニウム合金
⑫ 背板固定ハンドル 合成樹脂
⑬ アダプター固定ハンドル 合成樹脂
⑭ クランプ アルミニウム合金
⑮ アダプター アルミニウム合金

	ㅡ オプション品
商品名 No. 構成品名 原材料

M-ImagingPlus 保護キット

⑯ 頭部板パッド ポリウレタン
⑰ 背板・肩板パッド ポリウレタン
⑱ 頭部固定バンド（額） ポリウレタン
⑲ 頭部固定バンド（下顎） ポリウレタン

M-ImagingPlus ビーチチェア下肢クッション ⑳ ビーチチェア下肢クッション ポリウレタン
M-ImagingPlus 接続ピンカバー ㉑ 接続ピンカバー ポリウレタン

表中の No. は 1.3 構成品の番号に対応
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6.2	 外観図
	■ 本体 	■ オプション
	ㅡ ショルダーポジショナー 	ㅡ 保護キット 単位：mm
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